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貫

弐

浄
土
教

の
歴
史
の
上
で
、
そ
の
伝
統
意
識
が
つ
よ
く
現
れ
て
く
る
の

は
、
中
国

…
日
本
を
通
じ
て
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
で

あ
る
。
中
国
で
は
、
南
宋
の
石
芝
宗
暁
が

『
楽
邦
文
類
』
五
巻
を
編
み

慶
元
庚
申

(
一
二
○
○
)
に
江
大
猷
、
柏
庭
善
月
の
序
践

を

つ
け
て
出

版
し
た
。

そ
の
巻
三
に
は
、
蓮
社
始
祖
慧
遠
法
師
伝
と
蓮
社
継
祖
五
大

法
師
伝
を
お
さ
め
て
、
中
国
浄
土
教
を
蓮
社
と
よ
ぴ
、
は
じ
め
て
白
蓮

社
の
念
仏
を
ひ
ら
い
た
東
習
の
盧
山
慧
遠
法
師
を
そ
の
始
祖
と
し
た
。

慧
遠
の
帰
寂
よ
り
今
、
大
宋
の
慶
元
五
年

(
=

九
九
)
己
未
ま

で
、

お
よ
そ
八
百
九
年
、
そ
の
間
こ
の
道
を
つ
ぐ
者
と
し
て
、

一
善
導

・
二

法
照

・
三
少
康

・
四
省
常

・
五
宗
蹟
の
五
師
の
伝
記
を
か
か
げ
て
中
国

浄
土
教

の
伝
灯
を
詳
か
に
し
た
。

そ
の
後
、
四
明
志
磐
は

『仏
祖
統
紀
』
五
十
四
巻
を
撰
述
し
て
天
台

宗
を
中
心
と
し
た
紀
伝
体
仏
教
通
史
を
大
成
し
た
。
そ
の
中
の

「浄
土

立
教
志
」
三
巻
に
蓮
社
七
祖
と
往
生
人
の
伝
記
を
集
大
成
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
始
祖
盧
山
慧
遠

・
二
祖
長
安
善
導

・
三
祖
南
岳
承
遠

・
四
祖

長
安
法
照

・
五
祖
新
定
少
康

・
六
祖
永
明
延
寿

・
七
祖
昭
慶
省
常
を
あ

げ
、
先
の
宗
暁
の
説
を
う
け
な
が
ら
、
こ
れ
に
多
少

の
取
捨
を
加
え
て

い
る
。
こ
の

『
仏
祖
統
紀
』
は
、
南
宋
の
威
淳

七
年

(辛
未
一
二
七
一
)

出
版
を
み
て
い
る
。
近
代
楊
仁
山
の

『十
宗
略

説
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、

南
宋
志
磐

の
蓮
宗
七
祖
説
を
踏
襲
し
て
、
こ
れ
に
八
祖

(宋
)
長
藍
宗

蹟

・
九
祖

(明
)
蓮
池
雲
栖

・
十
祖

(清
)
梵
天
省
庵

の
三
師

を
加

え

て
蓮
宗
十
祖
を
立
て
て
い
る
。

中
国
の
浄
土
教
は
、
六
朝
に
お
こ
り
唐
宋

の
時
代
に
著
し
い
発
展
を

と
げ
、
明
清
の
近
世
に
ま
で
そ
の
流
行
を
み
る
が
、
日
本
に
ぢ
け
る
浄

土
教
の
展
開
と
は
全
く
ち
が
つ
た
特
異
性
を
も

つ
て
い
る
。
蓮
社
十
祖

に
あ
げ
ら
れ
る
諸
師

の
事
蹟
か
ら
み
て
も
、
浄

土
教
の
信
仰
に
の
み
終

始

一
貫
し
た
人
は
少
な
い
。
中
国
の
仏
教
は
階
唐
諸
宗
派
の
成
立
を
そ

の
特
色
と
す
る
が
、
こ
の
と
き
浄
土
教
、
乃
至
、
浄
土
宗
の
成
立
を
認

め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
諸
宗
の
学
匠
が
浄
土
の
経
典
を
研
鑛
し
て

章
疏
を
著
し
、
す
す
ん
で
浄
土
信
仰
を
な
し
た
人
々
は
多
く
、
兼
学
兼

法
然
房
源
空
の
中
国
浄
土
教
観

(小

川
)
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修
の
傾
向
が
つ
よ
い
。
中
国
で
浄
土
教
の
信
仰
を
ひ
ろ
め
る
の
に
、
道

俗
が
法
社
を
結
ん
で
民
衆
の
教
化
活
動
の
念
仏
に
重
点
を
お
く
と
こ
ろ

か
ら
蓮
宗

と
よ
ん
で
い
る
。

一
方
、
浄
土
信
仰
が
諸
宗
派
の
実
践
行
儀

と
な
り
、

禅

・
教

・
律
の
三
宗
に
融
合
す
る
風
格
を
も
つ
て
近
世
に
お

よ
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
性
格
が
明
確
に
な
る
と
き
、
そ
の
伝
統
意
識

が
強
調
さ
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
南
宋
時
代
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

二

南
宋
の
宗
暁
が
浄
土
教

の
伝
灯
意
識
に
も
え
て
、
蓮
社
始
祖

・
蓮
社

継
祖
五
師
伝
を
執
筆
す
る
と
き
、
わ
が
国
で
は
法
然
房
源
空
が

『
選
択

本
願
念
仏
集
』
二
巻
を
撰
述
し
て
浄
土

一
宗
の
伝
統
を
明
か
に
し
て
い

る
。月

輪
殿
九
条
兼
実
は
、
か
ね
て
か
ら
吉
水
の
法
然
房
源
空
に
帰
依
し

て
、
そ
の
教
団
の
支
持
者
で
あ

つ
た
。
そ
の
著

『
玉
葉
』
に
よ
る
と
、

文
治
五
年

(
一
一
八
九
)
八
月

一
日
法
然
房
の
上
人
を
請
じ
て
法

文

の

語
お
よ
び
往
生
の
業
を
談
じ
て
、
上
人
か
ら
受
戒
し
念
仏
を
は
じ
め
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
建
久
年
間

(
一
一
九
○
ー
九
八
)
、
し
ば
し
ば
法
然

上

人
を
請
じ

て
受
戒
と
念
仏
を

つ
穿
け
、
建
仁
二
年

(
一
二
○
二
)
正
月

二
十
七
日
に
は
、

上
人
を
戒
師
と
し
て
兼
実
自
ら
出
家

(
法
名
円
照
)

し
て
い
る
。
『選
択
本
願
念
仏
集
』
は
、
そ
の
直
前
、
九
条
兼
実

の
要

請
に
こ
た
え
て
法
然
房
源
空
が
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
巻
末
の
結
び
の
文
に
、
「し
か
る
に
、
図
ら

ず
も
仰

せ

を
こ
う
む
り
、
辞
謝
す
る
に
.地
な
く
、

よ
つ
て
念
仏
の
要
文
を
集
め
、

念
仏
の
要
義
を
述
ぶ
。
た
だ
命
旨
を
か
え
り
み

て
不
敏
を
か
え
り
み

ず
、
こ
れ
即
ち
無
漸
無
憶
の
甚
し
き
な
り
。

こ
い
ね
が
わ
く
ば
、

一
た

び
高
覧
を

へ
て
後
は
、
壁
底
に
埋
め
て
窓
前
に
の
こ
す
こ
と
な
か
れ
。

恐
く
は
破
法
の
人
を
し
て
悪
道
に
墜
と
し
め
ざ
ら
ん
が
た
め
な
り
L
と

述
べ
て
い
る
。
本
書
の
撰
述
に
つ
い
て
は
、
仮
名
本
と
真
名
本
、

そ
の

前
後
の
問
題
や
広
本
略
本
な
ど
の
異
本
、
選
述

の
年
月
に
つ
い
て
、
諸

家
が
伝
承
す
る
諸
説
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

元
禄
九
年

(
一
六
九
六
)
丙
子
正
月
、
鎮
西
義

山
の
校
刊
し
た

『
選

択
集
』
の
奥
書
に
、
四
種
の
異
本
を
の
べ
、
第

一
の
稿
本
は
始
章
に
三

経
の
説
時
を
論
ず
る
も
の
。
第
二
の
側
本
は
月
輪
殿
下
に
呈
し
て
聖
光

に
授
け
た
も
の
。
第
三
の
正
本
は
門
人
が
末
後

に
修
飾
し
て
刊
行
し
平

基
親
の
序
文
を
収
め
る
も
の
。
第
四
の
広
本
は
門
人
が
そ
の
本
文
を
増

証
し
た
も
の
で
あ
る
。
初
後
の
稿
本
と
広
本
は
世
に
行
な
わ
れ
ず
、
伝

世
刊
行
の
も
の
は
側
本
と
正
本
の
み
と
述

べ
て
い
る
。

京
都
盧
山
寺
に
伝
わ
る
…鎌
倉
時
代
の
粘
葉
本

『選
択
集
』

一
帖
は
、

一
頁
七
行
の
本
文
を
主
と
し
て
こ
れ
が

一
七
三
頁
、

八
行
本
文
の
と
こ

ろ

一
九
頁
、
六
行
本
文
の
と
こ
ろ
七
頁
、
其
他

一
頁
、
(欠
紙
四
枚
八
頁
)

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
細
字
で
書
く
と
こ
ろ
に
、

十
行
の
と
こ
ろ

一
頁
、

四
行
の
と
こ
ろ

一
頁
、

三
行
の
と
こ
ろ

一
頁
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
文

に
墨
で
○
印
を
つ
け
て
、
裏
に
あ
り
な
ど
と
註
記
し
て
あ
る
か
ら
、
元

来
、
紙
背
を
利
用
し
て
増
補
し
た
文
章
で
あ
る
。
本
書
に
は
文
中
の
字
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句
の
抹
消
や
訂
正

・
増
補
を
加
え
た
あ
と
が
多
く
、
他
の
流
布
本
に
は

見
ら
れ
な

い
本
願
成
就

の
問
答

(第
三
章
私
釈
)
や

三
経
説
時

の
問
答

(第
十
二
章
私
釈
)
の
六
八
七
字

の
文
章
を
も
つ
こ
と
か
ら
義
山
の
所
謂

稿
本
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

選
択
集
の
製
作
に
つ
い
て
、
善
慧
房
証
空

(
一
一
七
七
ー

一
二
四
七
)

が
嘉
禎

元
年

(
一
二
三
五
)
に
書

い
た

『
選
択
集
密
要
決
』
巻

一
に

「
(法
然
M
上
人
六
十
六
の
春
、
建
久
九
年

(
一
一
九
八
)
三
月
、

こ
の

文
を
選
せ
ら
る
る
時
、
人
を
簡
ぶ
に
座
に
あ
ら
ず
、
真
観

(房
感
西
)

あ
り
て
法
門
を
談
じ
、
(善
慧
房
)
証
空
あ
り
て
経
釈
の
要
文
を
ひ
き
、

安
楽

(房
遵
西
)
あ
り
て
筆
を
と
り
て
こ
れ
を
書
く
」
と
述

べ
て
、
本

書
成
立
の
事
情
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
記
録
か
ら
盧
山
寺
本
を
み
る
と

き
、
終
始
安
楽
房
遵
西
た
だ

一
人
の
筆
蹟

で
は
な
く
、
少
く
と
も
四
人

の
執
筆
・に
よ
つ
て
成
立
し
て
い
る
。
建
長
七
年

(
一
二
五
五
)
の
序
文

を
も
つ
良
忠

(
一
一
九
九
ー

一
二
八
七
)
の

『選
択
伝
弘
決
疑
砂
』

の
巻

五
に
は
、

選
択
集
に
は
広
略
二
本
の
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
「略

は
す
な

わ
ち
高
覧

の
本
、
広
本
は
執
筆
人
が
初
心
者
の
た
め
に
後
に
名
目
を
加

う
。
自
ら
少
異
あ
る
も
高
覧
本
に
し
か
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
巻

三
に
は

「
こ
の
集

の
中
に
か
く
の
如
き

(齪
齢
)
等
の
文
章

の
あ
る

の

は
、
恐
く

こ
れ
執
筆
者

の
誤
り
の
み
」
と
し
て
、
次
の
伝
聞
を
記
載
し

て
い
る
。

「
(法
然
)
上
人
は
月
輪
殿

の
命
に
よ
つ
て
こ
の
集
を
選

せ
ら
る
瓦

時
、
真
観
房

(感
西
)
を
も
つ
て
執
筆
の
任
と
な
す
。
筆
に
堪

え
ざ
る

故
に
し
き
り
に
固
辞
す
。
上
人
の
云
う
、
請
い
ね
が
う
と
こ
ろ
は
、

ひ

と
え
に
そ
の
要
道
を
し
る
さ
ん
が
た
め
、
華
筆
を
試
み
ん
と
欲
せ
ず
、

た
だ
わ
が
言
う
と
こ
ろ
を
記
せ
と
云
々
。
綴
文

に
不
正
の
あ
る
の
は
こ

れ
に
よ
る
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
が
執
筆
者
を

明
示
し
て
い
な
い
。
と

こ
ろ
が
こ
れ
を
う
け
た
聖
問

(
=
二
四
一
ー

一
四
二
○
)
の

『決
疑
砂
直

牒
』
巻
七
に
は
、
こ
の

「
選
択
集
は
多

く

の
執

筆
・あ
り
。
選
択
本
願

(念
仏
集
の
内
題
の
字
)
よ
り

(
六
字
名
号
と
往
生
之
業
)
念
仏
為
先

の
註

に
至
る
は

(法
然
)
上
人
の
御
自
筆
な
り
。
第

一
篇
よ
り
第
三
本
願
章

の
能
令
瓦
礫
変
成
金
の
文
に
い
た
る
は
、
安
楽

房

(遵
西
)
の
執
筆
な

り
。
問
日

一
切
菩
薩
錐
立
其
願
よ
り
十
二
付
嘱
章
に
至
る
は
、
真
観
房

(感
西
)
の
執
筆
な
り
。
第
十
三
章
よ
り
第
十
六
章
の
私
云
如
経
法
応

知
ま
で
は
、
他
筆
な
り
。
名
字
を
失
う
。
静
以
善
導
以
下
は
、
ま
た
真

観
房

(感
西
)
の
執
筆
な
り
と
云

々
」
と
草
稿
本

の
執
筆
者

に
つ
い
て

或
人
の
相
伝
と
し
て
か
な
り
具
体
的
に
記
録
し
て
い
る
。

善
慧
房
証
空
は
、
加
賀
権
守
源
親
季
の
子
で
、
建
久
元
年
(
一
一
九
○
)

四
月
十
四
才
の
と
き
、
元
服
を
肯
ん
ぜ
ず
、
自
ら
請
う
て
源
空
の
門
に
入

り
、
得
度
し
て
浄
土
教
を
学
ん
だ
。
そ
の
性
格
は
俊
逸
に
し
て

一
た
び

見
聞
す
れ
ば
通
達
せ
ざ
る
は
な
し
と
い
う
法
然
門
下
の
逸
才
で
、
源
空

上
人
往
生
ま
で
二
十
三
年
間
師
事
し
た
常
随
泥
近
の
弟
子
で
あ
つ
た
。

建
久
九
年
選
択
集
を
撰
集

の
と
き
、
選
ば
れ
て
勘
文
の
役
を
つ
と
め
た

の
で
あ
る
。
師
の
滅
後
十
三
年
を
す
き
た
嘉
禎

元
年

(
一
一ご
二
五
)
の

こ
ろ

『
選
撰
集
密
要
決
』
を
書
い
た
と
き
、
選
択
集
製
作
の
お
り
、
真

法
然
房
源
空
の
中
国
浄
土
教
観

(
小

川
)
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観
が
法
門
を
談
じ
、
証
空
は
経
釈
の
要
文
を
引
き
、
安
楽
が
執
筆
し
た

こ
と
を
述

べ
て
、
先
師
の
宗
義
を
詳
に
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

真
観
房
感
西
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
時
を
詳
か
に
せ
な
い
が
、
十
九

才
の
と
き
は
じ
め
て
法
然
上
人
の
門
室
に
入
り
、
師
事
し
て
法
要
の
容

論
も
多
年
で
あ
つ
た
か
ら
選
択
集
の
製
作

の
と
き
、

こ
の
人
を
執
筆
者

と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
法
然
門
下
で
は
進
士
入
道
と
よ
ば
れ
た
人
で

あ
る
。
良

忠
が

『決
疑
砂
』
の
な
か
で
真
観
房
が
選
択
集
の
執
筆
の
任

に
あ
て
ら
れ
た
と
き
、
こ
れ
を
固
辞
し
た

一
面
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る

が
、
結
局
、
安
楽
房
遵
西
が
執
筆
す
る
こ
と
瓦
な

つ
た
。
そ
の
間
の
内

部
事
情

は
知
る
由
も
な
い
。

三

聖
問

の

『
選
択
伝
弘
決
疑
砂
直
牒
』
巻
七
に
、
草
本
に
は
多
く
の
執

筆
が
あ
り
と
そ
の
相
伝
の
説
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
を
京
都
盧
山
寺
に

伝
来
し
た
草
本
を
参
照
対
比
す
る
に
、
な
ん
ら
背
反
す
る
と
こ
ろ
も
な

く
、
他
に
伝
承
す
る
所
説
と
も
、
矛
盾
が
認
め
ら
れ
な
い
。
今
日
、
盧

山
寺
に
襲
蔵
す
る
選
択
集
草
本
は
、
少
く
と
も
次

の
四
名
の
執
筆
者
に

よ
つ
て
成

立
し
て
い
る
。

一
、
内
題
の
名
と
六
字
名
号
お
よ
び
そ
の
註
記
の
文
字
は
、
法
然
上

人
源
空
の
親
筆
で
あ
る
。

二
、
第

一
章
か
ら
第
三
章
の
途
中
ま
で
が
、
安
楽
房
遵
西
の
執
筆

で

あ
る
。

三
、
そ
の
あ
と
第
十
二
付
属
章
ま
で
が
、
真

観
房
感
西
の
筆
蹟

で
あ

る
。四

、
そ
の
後
、
十
六
章
の
終
ま
で
、
異
筆
で
あ
る
が
、
執
筆
者
の
名

が
不
明
で
あ
る
。
然
し
私
は
善
慧
房
証
空
の
筆
蹟
で
な
い
か
と
思
う
。

五
、
最
後
の
結
語
蹟
文
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
ま
た
真
観
房
感
西
の
筆

蹟
で
あ
る
。

は
じ
め
選
択
集
を
製
作
す
る
に
あ
た
り
、
真
観
房
感
西
が
命
ぜ
ら
れ

た
と
き
、

こ
れ
を
固
辞
し
た
の
で
安
楽
房
遵
西
が
か
わ
つ
て
執
筆
す
る

に
至
つ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
安
楽
房
が
途
中
で
、
真
観
房
や
失
名
者
に

交
替
し
た
こ
と
に
つ
い
て
何
か
内
部
事
情
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
,

こ
れ
に
つ
い
て
、
実
導

(
一
三
○
九
-

一
三
八
八
)
の

『
西
山
上
人
縁

起
』
に
、
次

の
よ
う
な
事
件
が
あ
つ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
後
法
性

寺
禅
定
殿
下

(九
条
兼
実
)
が
法
然
上
人
に
ご
帰

依

の
あ
ま
り
、
浄

土

の
要
文
を
し
る
し
て
ほ
し
い
と
仰
せ
が
あ
つ
た
。
善
慧
上
人
も
師
法
然

上
人
の
も
と
で
、
あ
い
共
に
文
を
ひ
き
義
を
談
じ

『
選
択
集
』

一
巻
を

え
ら
ん
で
殿
下
に
進
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
第
二
段
ま
で
安
楽
房
が
筆
受
し

て
き
た
あ
る
と
き
、
「我
も
し
翰
墨
に
堪
え
ざ
ら
ま
し
か
ば
、

い
か

で

か
こ
の
仏
法
棟
梁

の
座
下
に
く
わ
わ
り
て
執
筆

の
役
を
つ
と
む
べ
き
」

と
申
し
た
。

こ
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
法
然
上
人

は
、
「
こ

の
法
師
、
僑

慢

の
言
葉
を
出
だ
す
、
然
る
べ
か
ら
ず
」
と
て
、
安
楽
房
は
追
放
さ
れ

て
、
進
士
入
道

の
真
観
房
に
、
そ
の
後
を
書
き

つ
が
せ
ら
れ
た
と
述

べ

て
い
る
。
正
和
元
年

(
=
三

一○
)
ご
ろ
舜
昌
の
あ
ら
わ
し
た

『法
然
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上
人
伝
記
』
(九
巻
伝
)
の
巻
三
の
上
に
も
、
選
択
集
製
作

の
と
き
、
安

楽
を
執
筆

と
し
て
要
文
を
あ
つ
め
た
と
き
、
「我
も
し
翰
墨

に
た
え
る

身
に
な
か
ら
ま
し
か
ば
、
堂
こ
の
仏
法
棟
梁

の
役
を
勤
め
ん
や
」
と
申

し
た
と
き
、
「
こ
の
僧
、
僑
慢
の
こ
瓦
ろ
ふ
か
く
し
て
悪
道

に
堕

つ
べ

し
」
と
て
、
こ
れ
を
退
け
て
進
士
入
道
真
観
を
も
つ
て
執
筆
と
せ
ら
れ

け
り
云
々
L
と
あ
る
。
安
楽
房
遵
西
か
ら
真
観
房
感
西
に
執
筆
の
交
替

が
あ

つ
た
事
情
を
述
べ
て
い
る
。

選
択
集

の
第

一
聖
道
浄
土
門
章

の
末
尾
、
私
釈
の
問
答
の
あ
と
に
浄

土
の
師
資

相
承
を
あ
げ
る
と
こ
ろ
に
、
法
然
房
源
空
の
中
国
浄
土
教
観

が
み
ら
れ
る
。

冒
道
緯

の

『安
楽
集
』
と
曇
鷺
の

『往
生
論
註
』
を
引
い
て
、
難
行
道

は
す
な
わ
ち
こ
れ
聖
道
門
な
り
。
易
行
道
は
す
な
は
ち
こ
れ
浄
土
門
な

り
。
難
行

・
易
行

・
聖
道

・
浄
土
と
、
そ
の
言
は
異
り
と
い
へ
ど
も
、

そ
の
意
は

こ
れ
と
同
じ
、
天
台

・
迦
才
こ
れ
と
同
じ
、
ま
さ
に
知
る
べ

し
と
。
次
に

『
西
方
要
決
』
の
文
を
引
い
て
、
そ
の
名
は
異
つ
て
も
、

そ
の
意
は
ま
た
同
じ
で
あ
る
か
ら
浄
土
宗
の
学
者
は
先
ず
こ
の
心
を
知

る
べ
き
で
あ
る
。
曇
鷺

・
道
紳
が
聖
道
か
ら
浄
土
に
帰
入
し
た
事
実
を

あ
げ
て
、

「
上
古
の
賢
哲
な
ほ
か
く
の
如
し
、
末
代

の
愚
魯
む
し
ろ

こ

れ
に
遵
は
ざ
ら
ん
や
」
と
結
ん
で
い
る
。
草
本
で
は
こ
の
あ
と
に
○
の

墨
印
を

つ
け
て
そ
の
傍
ら
に

「
可
有
師
資
相
承
、
即
在
裏
」
と
細
字
の

註
記
が
あ

り
、
そ
の
紙
背
に
細
字
を
も
つ
て
浄
土

一
宗
の
相
承
を
問
答

体
で
あ
げ

て
い
る
。

問
日
。
聖
道
家
諸
宗
、
各
有
師
資
相
承
。
…
…
而
今
所
言
浄
土
宗
有
師
資
相

承
血
脈
譜
乎
。
答
日
。
如
聖
道
家
血
脈
。
浄
土
宗
亦
有
血
脈
。
但
於
浄
土

一

宗
諸
家
亦
不
同
。
所
謂
朧
山
慧
遠
法
師
、
慈
慰
三
蔵
、
道
緯
善
導
等
是
也
。

今
且
依
道
緯
善
導
之

一
家
。
論
師
資
相
承
血
脈
者
。
此
亦
有
両
説
。

一
者
。
菩
提
流
支
三
蔵
。
慧
寵
法
師
。
道
場
法
師
。
曇
攣
法
師
。
大
海
禅

師
。
法
上
法
師
。
已
上
出

安
楽
集

二
者
。
菩
提
流
支
三
蔵
。
曇
鷲
法
師
。
道
緯
禅
師
。
善
導
禅
師
。
懐
感
法

師
。
(小
康
)
法
師
。
已
上
出
唐

宋
両
伝

浄
土
宗
の
血
脈
相
承

の

一
説
は
、
道
緯
禅
師

の

『
安
楽
集
』
の
巻

下
、
第
四
大
門
の
六
大
徳
を
あ
げ
、
後
説
は
唐
道
宣
の

『
読
高
僧
伝
』

と
宋
賛
寧
の

『
大
宋
高
僧
伝
』
に
よ
つ
て
菩
提
流
支
以
下
六
師
を
あ
げ

て
浄
土

一
宗

の
相
承
を
た
て
て
い
る
。
て
の
こ
と
は

一
応
矛
盾
は
な
い

が
、
偏
依
善
導
を
標
榜
す
る
法
然
上
人
の
立
場

で
、
善
導
の
伝
記
を
唐

の
高
僧
伝
に
典
拠
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
道

宣
の

『
続
高
僧
伝
』
に

は
善
導

の
専
伝
は
な
く
、
僅
か
に
巻
二
十
七
の
遺
身
篇
の
唐
終
南
豹
林

谷
沙
門
釈
会
通
伝
に
、
山
僧
善
導
の
伝
記
を
付
載
す
る
の
み
で
あ
る
。

選
択
集
の
浄
土
宗
の
血
脈
相
承
譜
は
、
菩
提
流
支
を
加
え
て
六
祖
説

を
あ
げ
な
が
ら
浄
土
五
祖
像
と
の
関
係
を
言
及
し
て
い
な
い
。
安
楽
房

遵
西
が
草
本
の
紙
背
に
、
浄
土
宗
の
血
脈
相
承
を
書
く

こ
と
が
、
浄
土

五
祖
説
の
成
立
よ
り
も
古
く
、
そ
の
源
始
の
形
態
を
示
し
て
、
こ
れ
が

俊
乗
房
重
源
と
法
然
上
人
と
の
関
係
か
ら
将
来
浄
土
五
祖
図
の
説
話

へ

と
進
化
す
る
の
で
な
い
か
と
思
う
。

法
然
房
源
空
の
中
国
浄
土
教
観

(小

川
)
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法
然
房
源
空
の
中
国
浄
土
教
観

(小

川
)

四

法
然

上
人
の
在
世
中
、
日
宋
交
通
も
次
第
に
頻
繁
と
な
り
つ
つ
あ

つ

た
が
、
大
陸
浄
土
教
に
関
す
る
文
献
や
資
料
も
乏
し
く
、
選
択
集
の
製

作
に
あ
た

つ
て
こ
れ
に
参
画
し
た
善
慧
房
証
空
、
真
観
房
感
西
、
安
楽
房

遵
西
ら
上
人
側
近
の
弟
子
た
ち
は
、
偏
依
善
導
の
史
料
採
集
に
大

へ
ん

苦
心
を
重
ね
た
よ
う
で
あ
る
。
浄
土

一
宗
の
血
豚
に
つ
い
て
も
、
諸
家

不
同
で
あ
る
と
し
、
い
わ
ゆ
る
盧
山
慧
遠
法
師
と
慈
慰
三
蔵
と
道
紳
善

導
な
ど

の
三
流
を
あ
げ
な
が
ら
、
た
ゴ
、
道
紳
善
導
の
一
流
の
み
を
掲

げ
て
、
東
瞥
の
慧
遠
や
唐

の
慈
慰
三
蔵
慧
日
の
浄
土
教
思
想
や
そ
の
伝

灯
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
中
国
の
浄
土
教
に
つ
い
て
、

三
流
の
分
立
を
認
め
な
が
ら
そ
の
取
捨
廃
立
の
思
想
的
根
拠
を
指
摘
し

て
い
な

い
。
『
選
択
集
』
巻
下
の
第
十
六
名
号
付
属
章
の
と
こ
ろ
に
も

問
日
。
浄
土
祖
師
其
数
又
多
。
謂
弘
法
寺
迦
才
、
慈
慰
三
蔵
等
是
也
。
何
不

依
彼
等
諸
師
。
唯
用
善
導

一
師
哉
。
答
日
。
此
等
諸
師
錐
宗
浄
土
。
未
発
三

昧
。
善
導
和
尚
是
三
昧
発
得
之
人
也
。
於
道
既
有
其
証
故
且
用
之
。

と
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
浄
土
教
の
諸
師
と
し
て
唐
の
弘
法
寺
迦
才

や
慈
慰
三
蔵
慧
日
を
あ
げ
な
が
ら
た
だ
善
導
が
念
仏
三
昧
の
獲
得
者

で

あ
る
点
を
強
調
し
て
偏
依
善
導
の
理
由
と
し
て
い
る
。

第
十
三
章
の
念
仏
多
善
根
章
に

は
、
竜
寄
居

士
王
日
休

の

『
浄
土

文
』
巻

一
の
文
を
引
い
て
階
陳
仁
稜
の
嚢
陽
石
刻
阿
弥
陀
経
の
文
を
か

瓦
げ
る
が
、
そ
の
巻
五
の
唐
京
師
僧
善
導
の
伝
記

に
は
ふ
れ

て
い
な

い
。
念
仏
三
昧
を
獲
得
し
た
善
導
の
事
蹟
と
し

て
は
、
王
古
の

『
新
修

往
生
伝
』
に
収
め
る
善
導
伝
の
三
選
の
文
を
も

つ
て
そ
の
論
旨
を
す
瓦

め
て
い
る
。
「
こ
こ
に
知
る
、
善
導
和
尚
が
行
は
、
三
味
を
発
し

て
、

力
は
師
の
位
を
導
き
、
解
行
は
凡
倫
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
ま
さ
に
暁
か
な

り
。
ま
た
時

の
人
の
諺
に

「仏
法
東
流
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
禅
師
の

ご
と
く
盛
徳
な
る
も
の
あ
ら
ず
。
絶
倫
の
誉
、

え
て
称
す
べ
か
ら
ざ
る

も
の
か
、
し
か
の
み
な
ら
ず
録
せ
し
観
経
の
文
疏
す
こ
ぶ
る
霊
瑞
を
感

じ
、
し
ば
し
ば
聖
化
に
預
か
る
。
す
で
に
聖
の
冥
加
を
蒙
む
り
て
然
も

経

の
科
文
を
造
る
。
世
を
あ
げ
て
証
定
の
疏
と
称
し
、
人
こ
れ
を
貴
ん

で
仏
の
経
法
の
如
し
」
と
述
べ
て
、
偏
依
善
導

の
立
場
を
強
調
し
て
い

る
。
法
然
上
人
の
膝
下
に
は
、
中
国
浄
土
教
に
関
す
る
文
献
や
資
料
は

あ
ま
り
充
分
で
は
な
か
つ
た
。
乏
し

い
参
考
文
献
を
駆
使
し
て
真
名
文

の
撰
択
集
を
製
作
す
る
こ
と
は
大
き
な
努
力
で
あ
つ
た
。

『
西
方
指
南
抄
』
巻
上
の
本
末
に
は
、
法
然

上
人
御
説
法
の
事
が
あ

り
、
こ
れ
に
仏
身
の
事
と
三
部
経
の
事
が
収
め
て
あ
る
。
そ
の
な
か
に

浄
土
宗
の
師
資
相
承
を
述
べ
て
、
「
し
か
る
に
、
浄
土
宗
に
師
資
相
承
、

血
脈
次
第
あ
り
。
い
は
く
、
菩
提
流
支

三
蔵

・
恵
寵
法
師

・
道
場
法

師

・
曇
鷺
法
師

・
法
上
法
師

・
道
紳
禅
師

・
善
導
禅
師

・
懐
感
禅
師

・

小
康
法
師
等
な
り
。
菩
提
流
支
よ
り
法
上
に
い
た
る
ま
で
は
、
道
紳
の

『
安
楽
集
』
に
い
だ
せ
り
。
自
他
宗
の
人
師
、

す
で
に
浄
土

一
宗
と
な

づ
け
た
り
。
浄
土
宗
の
祖
師
、
ま
た
次
第
に
相
承
せ
り
。
こ
れ
に
よ
り

て
、
い
ま
相
伝
し
て
浄
土
宗
と
な
つ
く
る
も
の
な
り
。
し
か
る
を
、

こ
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の
む
ね
を
し
ら
ざ
る
と
も
が
ら
は
、
む
か
し
よ
り
い
ま
だ
、
八
宗
の
ほ

か
に
浄
土
宗
と
い
ふ
こ
と
を
き
か
ず
と
難
破
す
る
こ
と
も
候

へ
ば
、

い

さ
瓦
か
ま
ふ
し
ひ
ら
き
候
な
り
L
と
あ
る
、
浄
土
五
祖
の
影
像
に
つ
い

て
は
、
「次
に
往
生
浄
土
の
祖
師
の
五
の
影
像
を
図
絵
し
た
ま

ふ
に
、

お
ほ
く
こ

瓦
ろ
あ
り
。
ま
つ
恩
徳
を
報
ぜ
む
が
た
め
、
次
に
賢
を
み
て

は
、
ひ
と
し
か
ら
む
こ
と
を
お
ふ
ゆ

へ
な
り
。
」
と
し

て

(乃
至
)
「し

か
れ
ば
い
ま
浄
土
を
ね
が
は
む
人
、
そ
の
宗
の
祖
師
を
ま
な
ぶ
べ
き
な

り
。
し
か
る
に
浄
土
宗
の
師
資
相
承
に
二
の
説
あ
り
。
『
安
楽
集
』
の

ご
と
き
は
、
菩
提
流
支

・
恵
寵
法
師

・
道
場
法
師

・
曇
驚
法
師

・
斉
朝

法
上
法
師
等
の
六
祖
を
い
だ
せ
り
。
今
ま
た
五
祖
と
い
ふ
は
、
曇
鷺
法

師

・
道
紳
禅
師

…
善
導
禅
師

・
懐
感
禅
師

・
小
康
法
師
等

な
り
。
」
と

述
べ
そ
の
あ
と
に
五
祖
の
事
蹟
を
か
な
り
く
わ
し
く
記
録
し
て
あ
る
。

『西
方
指
南
抄
』
に
収
め
る
法
然
上
人
説
法
の
事
は
、
そ
の
年
時
を

詳
に
し
な

い
。
選
択
集
の
記
事
と
類
似
出
没
が
あ
る
か
ら
建
久
年
間
か

ら
承
元
の
法
難
ま
で
の
聴
記
で
あ
ら
う
。
そ
の
な
か
に
、
「
ち
か

ご
ろ

唐
よ
り
わ
た
り
た
る

『
竜
紆
浄
土
文
』
と
ま
ふ
す
文
候
。
そ
れ
に
阿
弥

陀
経
の
脱
文
と
ま
ふ
し
て
廿

一
字
あ
る
文
を
い
だ
せ
り
云
々
」
と
あ
る

と
こ
ろ
は
、
選
択
集
第
十
三
章
に
み
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
今
ま
た

五

祖
と
い
ふ
は
、
曇
攣
法
師

・
道
紳
禅
師

・
善
導
禅
師

・
懐
感
禅
師

・
小

康
法
師
等

な
り
」
と
し
て
浄
土
五
祖
の
伝
記
を
詳
細
に
述

べ
る
と
こ
ろ

は
選
択
集
に
は
認
め
ら
れ
な
い
新
し
い
点
で
あ
る
。
法
然
上
人
の
説
法

の
進
展
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

五

そ
れ
速
や
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
せ
ぱ
、
二
種
の
勝
法
の
中
に
し

ば
ら
く
聖
道
門
を
さ
し
お
き
て
選
ん
で
浄
土
門
に
入
れ
、
浄
土
門
に
入

ら
ん
と
欲
せ
ぱ
、
正
雑
二
門
の
中
に
、
し
ば
ら
く
諸
の
雑
行
を
な
げ
う

つ
て
選
ん
で
正
行
に
帰
す
べ
し
。
正
行
を
修
せ
ん
と
欲
せ
ぱ
、
正
助
二

業
の
中
に
、
な
お
助
業
を
傍
ら
に
し
て
選
ん
で
正

定
を
専
ら
に
す

べ

し
。
正
定
の
業
と
は
、
す
な
わ
ち
仏
名
を
称
す
る
も
の
な
り
。
称
名
は

必
ら
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
、
仏
の
本
願
に
よ
る
が
故
に
」
と
、
こ
れ
が

選
択
集
の
結
論
で
あ
る
。
法
然
房
源
空
は
中
国
浄
土
教
諸
家
の
な
か
か

ら
唐
の
善
導
教
学
を
指
南
と
し
て
往
生
浄
土

の
実
践
行
儀
の
上
に
取
捨

廃
立
を
明
示
し
て

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
著
述

し
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
つ
て
こ
瓦
に
廃
捨
し
た
中
国
浄
土
教
諸
家
の
教
説
に
つ
い
て
は
、

そ
の
理
由
を
詳
か
に
し
て
い
な
い
。
そ
の
究
明
と
検
討
は
、
法
然
門
下

に
課
せ
ら
れ
た
研
究
課
題

で
あ
る
。

こ
と
に
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
宋
交
通

の
進
展
に
と
も
な
つ
て
、
新

し
く
渡
来
す
る
中
国
浄
土
教

の
典
籍
が
法
然
門
下

の
長
西

・
幸
西

・
隆

寛

・
親
鷲
ら
に
ょ
つ
て
研
究
が
す
瓦
め
ら
れ
、
宋
代
文
化
に
対
す
る
積

極
的
な
進
取
の
態
度
か
ら
日
本
の
浄
土
教
学

の
躍
進
と
な
る
の
で
あ

る
。
法
然
房
源
空
に
よ
つ
て
提
示
さ
れ
た
幾
多
の
問
題
は
、
八
百
年
後

の
今
日
で
も
、
な
お
新
し
い
中
国
浄
土
教
研
究
の
課
題
で
あ
る
。

(
一
九
七

一
・
七
・
一
一
稿
)

怯
然
房
源
空
の
中
国
浄
土
教
観

(小

川
)
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